
学 会 記 事

常型胆嚢癌に比べ,H-rasの変異が商いことが知られ

ている.

近年,いくつかの痛で p53遺伝子の特異的変異様式

が知られてきた.しかし.合流異常型胆嚢癌に特異的な

p53遺伝子変異の報告はない.

2.日的

合流異常の合併の有無による胆嚢癌の p53変異の特

徴を検討する.

3.万法

外科切除された合流異常合併胆嚢癌17例,非合併胆嚢

癌22例 の p53exon5か ら8まで を PCR-Direct

sequenseで検索する.

4.結果

合流異常型は17例中8例 (11パターン)に p53変異

がみられ,通常型22例中11例 (13パターン)に変異がみ

られ,両群共に.Mutationhotspotはみられなかっ

た.合流異常型の p53塩基置換様式はすべて G:Cpair

の Transitiontypeで CpG sit･eの変異も27.3%に

みられた.通常型は Trans＼でrSiontypeが 30.8%に

毒られ,CpG siteの変異はみられなかった.

5.考察

p53変異は合流異常合併胆嚢癌でも高頻度に認められ,

その CareiTIOgeneSisにおいて重要な役割を担ってい

ると考えられた.合流異常型の p53変異様式は通常型

の胆蛮痛の変異と違い,spontaneousmutationのパ

ターンが多 くみられ,通常型と違った発癌経路をとるこ

とが示唆された.
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1)甲状腺機能障害 ･選択的低アル ドステロン

症 (II塾卜 好酸球増多症を伴 った高齢者悪

性褐色細胞腫の1例
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【症例】76歳男性.40歳台に甲状腺機能充進症で治療

歴あり.1992年.左副腎褐色細胞腫 し径 20cln 大)で

冒輝牌合併切除.1997年11日,腰痛 ･食欲不振を主訴に

入院.各種画像検査で多発性肝 ･肺 ･骨転移 を認め,

1311-MIBG シンチ ･尿中メタネ7T)ン高値などによ

り悪性褐色細胞腫と診断.経過申好酸球増多が出現.翠

状腺博能は低 T3+潜在性根能低下症型.脱水改善後.

腎確能正常にもかかわらず低 Na･高 Ⅰく血症が持続し.

レニン ･アルドステロンとも低値で選択的低アルドステ

ロン症Ⅱ型と考え,輸液中の Na増量により電解質異

常は軽快 した.高齢 ･全身状態不良のため対症治療行う

も敗血症 ･肺炎などを併発 し死亡.

【考案】褐色細胞腫は組織学的に良悪性の鑑別が困艶

で,臨床的に遠隔転移の出現をもって悪性褐色細胞腫 と

定義される.複数の内分泌異常など種々の合併症を有し,

興味深い経過を辿った高齢発見悪性褐色細胞腫の1例を

経験 したので報告 した.

2)褐色細胞腫 に対す る腹腔鏡下副腎摘 出術
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我々は1992年より副腎腫壕に対する腹腔鏡下副腎摘

出術を開始 し,1996年に副腎褐色細胞腫にも適応を拡大

し,現在までに6症例 (右 5,左 1)を経験 したので報


